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オープンデータシ ティ武雄の見 える 化とエ コシステムによる 農業活 性化

佐賀県武雄市

地域実証プロジェクト

武雄市の街づくりの基軸たる、「収益性の高い、やりがいのある農業の確立」とr 高

齢者の福祉」を強力に推進するために、以下の施策を実施し、ID 利用等IcT 利活用を

通じて、「農業の振興」と「農業従事者の負担軽減､ 健康作り」を一体として展開する。

・IcT を利用した生産管理、各種資源・情報のシェアによる農業振興（技術の画一化、

高品質化、労力軽減等）

・地域の病院とタイアップした農業従事者の安心・安全ネットワークの確立

・農業従事者を対象とするビッグデータ分析と、エビデンスに基づく効率的な保健事

業を通じた、農業従事者の健康作りと生産性向上

・SNS  (FB良品）を利用した生産物の高付加価値化。新たな販路拡大

武雄市は「オープンデータシティ 武雄」を掲げてオープンデータを推進しており、

東日本大震災により農地が減少した被災地での利用を想定したプラットフォームを構

築して、市民と行政が双方向で情報をやり取り可能な環境を整備する。
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実 施 計 画 書

１．事業の目的

【地域が抱える課題】

・農家一戸当たりの農業粗生産額が佐賀県内の七市のなかでも著しく低い

・農家人口の減少、高齢化の進行、耕作放棄地の増加への対応が課題

・集落機能の低下により農村の良好な環境保全活動には農業者だけでは限界がある。

(｢武雄市総合計画｣ より)

武雄市農業に
おける課 題

[様 式2]

武雄市の基幹産業は農業である。その特徴としては、米や麦、大豆の生産が盛んであり。これまでJA 佐

賀を通した出荷を主体としており、市場でも高い評価を受けてきた。しかし近年は、国内消費量の低下や

価格の低迷による生産者の増産意欲の減退などもあって、年々農業所得が低下し、県内の市の中でも最も

低い水準となっている（下図参照）。また。全国と同様に農業従事者の高齢化や担い手不足による農業離れ

が深刻な問題となっており、その結果、遊休農地や耕作放棄地の増加を招いている。そのほかにも、有害

鳥獣であるイノシシによる農作物被害も年間で約1,500 万円に上っており、農家を悩ませる課題を抱えて

いる。

なお、このような状況を踏まえ、武雄市では、食用・薬用・加工用と多様性のあるハープの一種「レモ

ングラス」の栽培を平成19 年度より開始し、農事組合法人による生産・加工・販売によって、収益性の高

いやりがいのある農業の確立を図ってきたところであり、今後も引き続き収益性の高い農作物を選定し、

それらの生産や販売を促進することが求められている。
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武雄市の農業従事者数の推移
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これらの課題を踏まえ、武雄市では「武雄市総合計画」において、目標として「収益性の高い、やりが

いのある農業の確立」を掲げており、まちづくりの一つの柱として掲げている。
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当事業においては、「収益性の高い、やりがいのある農業の確立」を実現するために、ICT を利活用した以

下の取組を実現することを目的とする。
ｙ　ICT を利用した生産管理、各種資源・情報のシェア実施による 技術の画一化、高品質化、労力軽減 →

兼業/高齢農家の負担軽減 ＆ 若年農業従事者の確保

水耕栽培のハウスに各種センサーを設置し、センサーからの情報をグラウト上に蓄積し、ネットワ

ーク上でこれを生産者と農協で共有することで、ハウスの監視の省力化やデータに基づく営農指導

による生産性の向上を図る。その他。農機具やハウス設備や収穫時期等の労働者等の各種リソース

を農家、農協間でシェアすることで農業従事者の資金的負荷、人的負荷の軽減を図り、農業生産性

の向上、農業従事者数の増加を図る。

ｙ　病院とタイアップした農業従事者の安心・安全ネットワークの確立→高齢農家の不安解消、生産性の

向上

／　対象を農業従事者に絞った、ビッグデータ分析による、エビデンスに基づく効率的な保健事業による

農業従事者の健康作りと生産性向上

農業従事者に対し、ICTを活用することで予防医療、介護予防の取組を重点的に行うことで、農業

従事者の健康を維持しつつ、安心・安全な就農環境を整備することで、武雄市の農業の人的基盤を

強化し、生産性の向上を図る。

SNS (FB良品）を利用した本事業による生産物の高付加価値化、新たな販路拡大

農業生産物をブランドカの高いネット上のチャネルでの販売することで、高付加価値化、販路拡大

を図り、農業従事者の経営基盤の強化を図る。

２。達成目標

当事業の目的は、農業振興（農業従事者の増加と農業従事者の増加）と安心・安全の向上であり、その

ための手段としてICT を活用し、農業従事者の負担軽減や健康作りを行うものである。したがって、達成

目標としては以下を掲げる。



・新規就農者数の増加　年間10 名（現状）→年間15 名（目標）

従来からの農業セミナー開催等のほか、本事業で農業イメージが変わり、若者に魅力的に見える農

業を提示することで就農者の増につなげたい。

現状としては、直近３年での新規就農者は平均10 名（法人就業含む）となっているが、これを年間
15 名とする。
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【設定の条件】

①蓄積した栽培データの活用で、ベテランの技術継承を進めたい。

②モデルとして、機械装備のある施設園芸を手始めとするが、可能な限り多品目へ拡大できないか。（施設園芸

において、ほとんど機械装備いらないものも多い）

③最終目標は、全ての農業者がベテラン並みの収量を確保し、所得向上となることである。

④現在、平均収量とベテランの最大収量とでは、大きな開きがあるため、差収量の５０％の収量増を目標とす

る。

特に施設 園芸農家に おいて、先 進農家のノウハウをデー タ化し活 用す ることで 、底上げ を行う

制御（遠隔操作）が可能となれば軽作業化となり、また圃場にいなくて良い時間ができる⇒健康管

理にもなり得る。日々の時間が有効に使える。計画が立てやすい。

一貫した同レベルの制御が可能となれば、従事者同志が計画的にローテーションを組むことで休日

取得できる。認定農業者等が休日制の導入を目標とするが、なかなか実現しない。

また、上記と平行して。農業従事者および実際の購買者に対して本事業のアンケートを実施し、満足度

や改善点などをまとめ、次年度以降の実証事業へ役立てることとする。

３。事業の具体的な内容

（１）事業の詳細

ア　委託事業におけるＩＣＴの利活用方法

①ＩＣＴ／グラウトサービスを利用した農業（ハウスを利用した水耕栽培）の高品質化/省力化/高度化

・ハウスの警報サービス

ハウス内の温度以上や暖房器のトラブルを警報としてメールで自動通知することで、ハウス監視

の省力化を図る。

・ハウスモニタリングサービス

ハウスに設置した各種センサーの情報（温度、湿度、照度. C02濃度等）を計測し、サーバーへ

記録し、これをスマートフォン等でグラフ化して閲覧できるようにすることで、ハウスモニタリン

グの省力化を図る。

・グループウェア機能

生産者と農協をネットワークで結び、市況情報や営農指導。農薬散布記録、生産電子マニュアル

といったコンテンツの提供、情報の共有を行うことで。生産者の業務効率化を図る。
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②農業従事者向けの予防医療による安心・安全向上

・農作業中のバイタルデータの比較による予防医療の充実

農業従事者の在宅時に毎朝、脈泊、血圧、体温といったバイタルデータを測定し、これをクラウ

ド上に蓄積し、これを健診データと比較することで健康状態のチェックを行い、必要に応じて恊

力医療機関が健康相談を受け付ける。一方で、農作業時には加速度センサーを携帯し、作業時の

アクシデント等を検知し、消防への救急要請を行う。救急搬送時には、協力医療機関において、

日々蓄積されたバイタルデータを参照することで、参考情報として活用する。

Ｉ
　
　
　
　

Ｉ

応対急救

消防/救急
愚者の健 康デ ータ

( 共有)

異常時発欟|

口 菁 鰰 淋 コ

異常時耆書
川 こ::

(駆け付け)

温室(作業時)

具常時は､匐速度･11こ亠サ＝等で遍髓

‥‥‥=し　 生 産 者50 名 対 象

事業主体

武雄 市 役所

報告

自宅(平時)

(共有)

一犬 一躍剣､ 柘日傭瘢チータを測定Ｌ 医疲
サポー－l･受診　 ‥　　　　　　　l･

… … … ………20 戸 対 象

新武雄病院

【事業目標(最終)】
①受診率向上
②突発事故発生時の
死亡率低下
③新規就農者アップ

・農業従事者のレセプトデータ、健診データ、介護データの分析による、エビデンスに基づいた最適
な保健事業の推進

健診（特定健診、住民健診）データの分析により、経年データを蓄積しつつ、レセプトデータと

突合することで、リスクの早めの検知を行う。介護受給データについては、要介護度とレセプト

データの主疾患等との突合により、効果的な介護度の悪化予防策の分析を行う。レセプトデータ

については、疾病データによる地域差、職業差をみつけ、集団に最適な指導を行い、重症化予防
を促進する。
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③オープンデータを利用した徹底的なシェア推進による農業従事者の資金的・人的負担の軽減

・様々なリソース（資源）及び情報のシェアを農業従事者間で行うことで、個々の農業従事者におけ

る資金的・人的負担の軽減を図る。

－トラクター等の農業機器のシェア

ー農業資材（ハウス等）のシェア

ー障がい者/季節労働者等の農業従事者のシェア

ー水門の状況の監視等の監視作業/情報のシェア

ー作業のシェア（ごみ処理等を含む）

一行政等の必要手続きのシェア

利 用 者 は 自 身 の･ ｀Jぞり さ ７'･'
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Fａｃｅｂｏｏｋに 組 み 込 ま れ たアブリに て地 域 資 源 の 利 用 申し

込 み や 空き 資 源 の 利用 登 録 を 時間 割 上 で 指 定し てもらう。

申し 込 み はＢＰＭに 自 動 的 に 入り、業 務 プロ セス が スタート

す る。

7叭１冫ぷ.ここ.こ,.　 ’‘J ･.13, ｇ

゛S-　　　　　　　　　 丶､71亅y‾ij″ｔゴ廴-夕ｔが不V冫jlノノ

、･。
二
心
よ

。。｡……ｲﾆ

茹 罌 磊 磊
・

丶　 ‥‥ ‥‥　 ‥　‥　　　　
・ 業務プロセス自動化

定以上のモラル ↓

ハザードが得ら　 ＝

れる　　　　　 二

‾･i ●･ ゚ ･il ■■■a '･■F.･a ,-･l-.-1ﾖ夸で二●3.卜･戸r ij19･･.･-jS･ Sa-･S･.･. ゛y lf.-4 ¶-゙ -●.゙ ･ ●゙ .-'l･φM!!,l
冒.-●. ●　 癲･.･.-i　 瓣 ‥ 冫　 躪-･●i　S,1 91

≠ 司 遙 澀ﾚﾔ 瓢 才 聳 芒

冫 半 心 ↓.=･:･, ｙ ご･ 二 こ 厂 ｼﾞ 陽/

回

コ 鰻9 胎 匸 匸｢ 宍 面
白　lﾚJl

…

…I

ﾝ･ -･ り･;咳･廴･‥尸.‥..'･≒j'･1‥ﾝ･,……1:………に こにﾖ
4a

i

1 ノ

ー － でﾆ
突

才

ノ ニ こ
ｉ

臨 戸 守F　　　-=-･'
万=　　　 ………

…ﾚ ﾌﾞﾌTjﾔs ……゚ !j' //'　　　
。　　ﾚ9E

ぷ 晶

s
≒ 皐

一ｰ･>

爬 ご
ぶ21 と 謡:S ごこごこ･ ぷ'1‘'I‘` ｲ

甲 ご;;y
や？？=‘71?？y ？濕芦Ｆ 譽？ト ノ

レ
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④S  N S (F  B良品）を利用した本事業による生産物の高付加価値化、新たな販路拡大

・予約販売/定期販売の実施

Facebookを活用し、武雄市が運営するＦＢ良品を活用することで、ＦＢ良品のブランドカを活用

し、ハウスの水耕栽培で収穫された生産物の高付加価値化を図りつつ、これまでの武雄市内を中

心とした販路からネットを通じた日本全国への販路への拡大を図る。

また、昨今のーつの潮流となっているクラウドフアンディングの仕組みの導入を実施し、作って

から売り先を確保するのではなく、その商品を予め欲しい人に対して、農産物を作るというサイ

クルを確立させることとする。これにより。プレミアム的な価格設定が可能となるため、農業収

益の改善が図られる。フアンディングしていただいた方への特典としては、栽培した農産物の配

布以外に、下記農場オーナーへの参加、栽培した農産物を使った試食会への参加などを想定して

いる。

・週末農家体験/農場オーナー制の導入(Takeo Commun  i ty Gardenの拡張）

武雄市では、武雄コミュニティガーデンとして営農体験の取組を行っている。これを取組を拡張

し、水耕栽培のハウスを週末農家体験に活用したり、農場オーナー制の導入することで単に農作

物を栽培して販売する以上の付加価値をつけるための新たな取組を行う。

イ　実証要素及び実証方法

下記の各取組がそのまま実証テーマとなる。以下にそれぞれのテーマについての実証方法を記載する。

①ＩＣＴ／グラウトサービスを利用した農業（ハウスを使った水耕栽培）の高品質化/省力化/高度化

水耕栽培のハウスにおいて、各種センサー（温度、湿度、照度、C02濃度等）を設置し、これをク

ラウド上に集積しつつ、ハウスの警報サービス、ハウスモニタリングサービス、グループウェア機能

を持つシステムを協力農家に導入した上で、収穫高の増減、農産物の品質、生産者の作業負荷をモニ

タリングし、システムの効果の計測を行う。

②農業従事者向けの予防医療による安心・安全向上

・農作業中のバイタルデータの比較による予防医療の充実

モニターとなる農業従事者を15 世帯40 名程度の事業協力者を選定し、この協力者に対し、タブ

レッド端末を配布し、日々のバイタルデータの入力、農作業時の加速度センサーの携帯を実施して

もらう。バイタルデータから異常値の検知や健診データとの突合による健康状態のチェックを行う。

必要に応じて医療機関による健康相談を実施し、生活習慣の改善等を促す。

効果の検証方法として、平時の利用については、協力農業従事者の健診結果において改善項目が

あったかどうかを確認するとともに、アンケートによって、健康意識の向上や安心感の向上といっ

た調査を行う。

・農業従事者のレセプトデータ、健診データ、介護データの分析による、エビデンスに基づいた最適

な保健事業の推進

保健事業実施の根拠資料を収集するためのアプローチとして、個別アプローチと集団アプローチ

の２方向からデータの分析を行う。

個別アプローチにおいては、農業従事者から協力者を募り、協力者のデータを分析することで、

疾病リスク・重症化リスクの抽出を行い、そのリスクを軽減するための保健指導を行う。

集団アプローチにおいては、武雄市全体のデータ分析を行い、疾病傾向の地域差を検出した上で、

特定の地域を選定し、その地域向けの保健指導を行う。

これらの保健指導前後のデータの調査により、統計的手法により健康状態の改善が見られたかど

うかを確認する。

③オープンデータを利用した徹底的なシェア推進による農業従事者の資金的・人的負担の軽減

シェアが可能なリソースや情報（オープンデータ）の調査を行った上で、システムに登録し、この

シェアシステムの利用者をモニターとして農業従事者から募る。その上で、実際に様々なリソースや

情報のシェアをサポートしつつ、運用する。その結果として、実際にシェアした農業従事者毎に、資

金負担の軽減額、情報収集に係る労力の軽減量をアンケートにより収集し、この結果を持って、効果



･㎜　-r -=--㎜㎜の 検 証 を 行 う 。

④S  N  S  (  F  B 良 品 ） を 利 用 し た 本 事 業 に よ る 生 産 物 の 高 付 加 価 値 化 、 新 たな 販 路 拡 大

Ｆ Ｂ 良 品 は 、 現 在 稼 働 中 の サ ービ ス で あ り 、 こ こ に 市 内 の 農 家 の協 力 者 を募 り 、 農 産 物 の Ｆ Ｂ良 品

へ の 出品 を依 頼 す る 。 そ の 上 で 、 これ ま で の農 家 の 販 売 チ ャ ネル と Ｆ Ｂ 良品 に お け る 出 荷 量 と販 売 単

価 の 比較 を 行 い 、 そ の 効 果 の 検 証 を行 う。

ウ　その他

（２）審査のポイントに対する適合性

①明確な街づくり戦略とＩＣＴによる解決策

ア　街が抱える課題及びその解決に向けた街づくり戦略

「武雄市総合計画」より

武雄市の街づくりの方向性の一つの柱として「収益性の高いやりがいのある農業の確立」というテーマを

設定している。これを実現するための施策として「販路拡大と販売促進」「農業経営の確立」「農村環境の保

全」が挙げられている。

それぞれの施策と当事業における取組の対応関係は以下の通り。

「販路拡大と販売促進」　⇒④

「農業経営の確立」　　　 ⇒①、②、③

「農村環境の保全」　　　 ⇒③

①I CT/ グラウトサービスを利用した農業（ハウスを利用した水耕栽培）の高品質化/省力化/高度

化

②農業従事者向けの予防医療による安心・安全向上

③オープンデータを利用した徹底的なシェア推進による農業従事者の資金的・人的負担の軽減

④S  N S (F  B良品）を利用した本事業による生産物の高付加価値化、新たな販路拡大
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【 晧啝の 体系 】

武雄市の街づくりの方向性のもう一つの柱として「高齢者の福祉」というテーマを設定している。これを

実現するための施策として「はつらつ高齢者づくり」。

それぞれの施策と当事業における取組の対応関係は以下の通り。

「はつらつ高齢者づくり」　⇒②

①ＩＣＴ／グラウトサービスを利用した農業（ハウスを利用した水耕栽培）の高品質化/省力化/高度

化

②農業従事者向けの予防医療による安心・安全向上

③オープンデータを利用した徹底的なシェア推進による農業従事者の資金的・人的負担の軽減

④S  N S (F  B良品）を利用した本事業による生産物の高付加価値化、新たな販路拡大

イ　ＩＣＴによる明確な解決策

①I C  T/グラウトサービスを利用した農業の高品質化/省力化/高度化

ハウスの温度異常や暖房器のトラブル、停電異常等の情報を自動配信メールで受領できるため、

ハウスの異常事態が速やかに検知できるようになる。

温度、湿度、照度、C02の情報を自動で取得し、サーバーに蓄積することで、いつでもパソコン

やスマートフォン等からレポートとして閲覧が可能となる。

グループウェア機能においては、生産部会等のグループ間で栽培マニュアル、防除暦、農薬使用

のガイドライン、市況等の情報共有ができる。



営農日誌や農薬散布記録簿を登録することで、自らの作業管理を行うとと衵 言J λ‾モ‾ご元‾石‾函獵

報をチェックすることで営農指導を行うことができる。

結果として、農業の高品質化/省力化/高度化が図られる。結果として、「農業労働力不足」、「農業

所得の向上」、「就農時間の軽減」といった課題が解決される。

②農業従事者向けの予防医療による安心・安全向上

’農作業中のバイタルデータの比較による予防医療の充実

農業従事者医療機関サポートシステムにおいて農業従事者がタブレットPC で日々のバイタルデ

ータを記録し、これをサーバー上に蓄積する。この情報と健診データの情報を照合しつつ、医療機

関では農業従事者向けの健康相談を行うことで、より。多くの情報を元に健康作りのためのアドバ

イスが可能となる。

一方、安全作業支援サービスでは。農業従事者が農作業中に加速度センサーを携帯して作業する

ことで、農業従事者が農作業中に倒れたりした場合に、そのセンサーのデータからサーバーで異常

値を検出することで、自動で救急車の出動要請を行うことができる。救急搬送先の病院では、農業

従事者の日々のバイタルデータも照会することで、本人の健康状態をより的確に把握することが可

能となる。

結果として、高齢者が一人で農作業を行う場合でも、安心して行うことが可能となり、高齢の農

業従事者が働き続ける環境整備により「農業労働力不足」の課題解決に貢献する。

・農業従事者のレセプトデータ、健診データ、介護データの分析による、エビデンスに基づいた最適

な保健事業の推進

農業従事者のレセプトデータ、健診データ、介護データを名寄せしつつ、分析することで、疾病

リスク・重症化リスクの抽出を行い、そのリスクを軽減するための保健指導を行う。

一方、武雄市全体のデータ分析を行い、疾病傾向の地域差を検出した上で、特定の地域を選定し、

その地域向けの保健指導を行う。

これらの保健指導前後のデータの調査により、統計的手法により健康状態の改善が見られたかど

うかを確認する。

結果として、農業従事者、農業従事者の居住地区において最適な保健指導メニューを採用するこ

とで、農業従事者向けの予防医療、介護予防を推進することで、農業従事者の安心安全が得られる。

上記の取組とあいまって「農業従事者の健康管理亅 の課題が解決される。

③オープンデータを利用した徹底的なシェア推進による農業従事者の資金的・人的負担の軽減

ICT のシステム上で、貸出可能な設備等の情報を登録し、必要な人がこれを借りられるような仕

組みを構築する。ここでは、モノだけでなく情報もシェアする。

農業従事者間で。耕作機械をシェアすることで、初期投資を軽減することで、新規就農へのハー

ドルを下げることが可能となる。また、誰かが入手した情報をこのシステム上で公開することで、

他の人は手間暇を掛けずに情報の入手が可能となる。

さらに、ハウスの温度調整等に利用するエネルギーを再生可能エネルギーの発電設備をシェアし、

この発電設備で発電した電力で賄う取組も実施する。

このような形で、既存のモノや情報をシェアすることで、農業従事者の資金的・人的負担が軽減

されることで「農業所得の向上」「就農時間の軽減」といった課題解決に貢献するだけでな＜、限ら

れた資源を有効に活用することで、「環境負担軽減・省エネ対策」の課題解決に貢献する。

④SNS  (FB 良品）を利用した本事業による生産物の高付加価値化、新たな販路拡大

Facbook をプラットフォームとしてネット販売サイトでるＦＢ良品に、市内の農業従事者の生産

物を出品し、実際に販売する。 ＦＢ良品は、武雄市だけで最大月に100 万円を売り上げるサイトで

あり、TV などのマスメディアへの露出も多いため、ここに出品するだけで、新たに多くの購買客を

手に入れることが可能となり、武雄市外への流通網で販売することで、「武雄市」「ＦＢ良品」のブ

ランドカを活用することで、高付加価値化することが可能となる。結果として「農業所得の向上」

が図られ、これに伴って新たな就農者が増えることで「農業労働力不足」も解決される。

②平時のＩＣＴ利活用と緊急時・災害時における防災・減災機能の発揮

ア　平時におけるＩＣＴ利活用



①ＩＣＴ／グラウトサービスを利用した農業の高品質化/省力化/高度化

⇒農業の高品質化/省力化/高度化

②農業従事者向けの予防医療による安心・安全向上

⇒農業従事者の見守りによる農作業事故やハウス内の熱中症予防、エビデンスに基づいた保健

事業による予防医療・介護予防の推進

③オープンデータを利用した徹底的なシェア推進
⇒農業関連の様々なリソースシェア

④SNS  (FB 良品）を利用した本事業による生産物の高付加価値化、新たな販路拡大

⇒農産物の流通・販売

イ　緊急時・災害時における防災・減災機能

ウ

①ＩＣＴ／グラウトサービスを利用した農業の高品質化/省力化/高度化

⇒農業従事者の携帯している加速度センサーによる異常検知により、農業従事者が倒れた場合

等の緊急時に消防署に自動通報することで、早期に対処することで被害を軽減する。

③オープンデータを利用した徹底的なシェア推進

⇒避難所、避難者、支援者間のリソースシェア・管理による避難所・避難者支援

④SNS  (FB 良品）を利用した本事業による生産物の高付加価値化、新たな販路拡大

⇒救援物資のロジスティクス管理

ア、イの機能を実現するシステムの共用度

すべてのシステムを平時と災害時において共用する。

平時向け機能と緊急時・災害時における機能の切り替えについては、特段の作業は不要となって

おり、シームレスな機能の移行が可能である。

エ　その他

システム基盤としてグラウトサービスを利用するため、システム部分については、簡単なカスタ
マイズのみで他地域への展開が可能。

③共通ＩＤによるリアルタイムデータや行政保有データ等のビッグデータの利活用

ア　地方公共団体が保有するデータの利活用

利活用対象データ

・レセプトデータ（国保分）

・健診（特定健診、住民健診）データ

・介護受給データ

・休耕地データ

ー水門監視データ

イ　共通ＩＤの活用による複数分野のデータの共有・連携のための共通プラットフォーム

下記のデータについて、それぞれ提供元の異なる情報を共通ＩＤによりマッチングさせる。

・レセプトデータ（国保分）

・健診（特定健診、住民健診）データ

・介護受給データ



一 一 一 一

④ＩＣＴインフラ基盤やインタフェースの確保による住民参加

ア　既存のＩＣＴインフラの活用

下記のデータについて、それぞれ提供元の異なる情報を共通ＩＤによりマッテングさせる。

・レセプトデータ（国保分）

・健診（特定健診、住民健診）データ

・介護受給データ

武雄市では、市職員全員がFacebook アカウントを保有し、

信も個人個人で行っている。住民もFacebook を使うことで。

ことができる。

庁内の連絡だけでな＜、対外的なt奏報発

その声を市役所職員や市長に直接届ける

イ　住民等の参加及び住民メリット

今回の事業においては、市内の農家に事業参加を募り、農家20 世帯約50 名の参加を呼び掛け

これらの農家については。今年度においては、当事業の各種サービスを無料で提供し、実証実験

ニターとして参加いただく。

結果として、参加農家は無償のサービスを受けつつ、期待される効果を享受できることとなる

ま た 、 武 雄 市 で は
、
「Takeo Commun  i ty Garden 」 と し て 耕 さ な い ・ 肥 料 や 農 薬 は 使 わ な い ・ 草 や

敵 と し な い 「 自 然 農 」 の 農 業 体 験 を 広 ＜ 一 般 市 民 に 呼 び か け 実 施 し て い る
。
今 回 の 事 業 に よ る 鼠

業 に お い て は 、 こ の オ ー プ ン ガ ー デ ン に 参 加 し て い る 市 民 に よ る マ イ ク ロ フ ア ン デ ィ ン グ に よ るJ

所 有 等 の 取 組 も 今 後 検 討 す る
。 こ
れ に よ り

。 一
般 市 民 も 武 雄 市 の 基 幹 産 業 で あ る 農 業 に 関 わ り をに

と で
、
地 域 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 生 ま れ

、
地 域 の 活 性 化 が 見 込 ま れ る と 考 え る

。

○

浩
農
場

と街の連携・相互補完　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ

複数の街が連携、相互補完する仕組及びその活用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜

｜
本システムは、温度等が管理されたハウス栽培をはじめ、一定の地理的条件に縛られることかく

実施が可能であるため、東日本大震災の影響で農地が減少した被災地への展開が考えられる。剔 こ、

すでにFB 良品を実施している陸前高田市などへの展開は、販売面での連携を含め、相乗効果ｶtt 待

できる。

⑥明確な街づくり戦略の下での民産学公官の連携体制

ア　首長等による街づくりの明確な戦略及びその推進体制

武雄市では、今までも前述までのとおりFacebook などのSNS を利用して、積極的に行

をオープンにし、知名度アップと行政の透明度アップを実現してきた。これをさらに推し

年度は下図のように、行政内部のデータをオープン化し、地図をとおして表示ができるよ

みの構築を行うこととしている。また、住民や事業者などから 例えば 道の補修が必要な

を逐次アップしてもらうような仕組みも同時に構築することとしている。

罰

゛畔
このように、行政データをオープンにするだけでなく、双方向の情報のやり取りが出来る基盤( オ

－プンガバメントプラットフォーム）を梃子に、武雄市は「オープンデータシティ 武雄」を目

ていくこととしている。

－

‐

‐

－

－

し 、



－

－

‐

この基盤を元に、基幹産業である農業をどのように強い産業として育成していくかが、本事業の

大きな目的となる。

武雄市のような人口５万人程度のどこにでもある規模の自治体が、オープンデータ基盤を元に、

基幹産業を振興させることが出来る、ということは、他の自治体にとっても大きなモデルケースと

なると考えている。

SNSなどのICT を利活用した市政の推進については、武雄市内の住民や企業にも認知されてきて

おり、この延長線上にある本事業は、多くの市民/企業に賛同・協力していただけるものと考えてい

る。
また、武雄市の基幹産業である農業の育成のモデルが構築できれば、これを武雄市内全域に適用

することで、現在の農業従事者約3, 000名だけでなく、新規の就農者も含めて事業への市民の参画

が見込まれる。

イ　（国際実証プロジェクトの場合）海外地域との連携

該当なし。

⑦費用対効果

ア　費用対効果の向上についての取組

当事業の目的のーつとして施設園芸の生産性向上を掲げている。施設園芸における生産性につい

ては熟練者と新規就農者では大きな開きがある。ベテランの作付面積10a 当りの所得は平均で2,566

千円であるが、平均的な農家の所得は1.513 千円である。当事業の取組により、一足飛びにすべて

の農業従事者がベテラン並みの終了を確保することは難しいため、目標値は保守的に見積もって、

差収量の50S とする。これにより、所得としては10a 当り2,039 千円となり、10a当りの所得増は

1.053千円となる。武雄市内の施設園芸の作付面積は約225a であり、施設園芸に携わる農業従事者

の所得増の総額は１年当り23,693 千円となる。10年間での所得増額は23 億円を超えるため。当事

業は極めて高い費用対効果が得られるものと考えられる。

また、当事業においては。ハウス等の農業に関するインフラについては既存のものを活用し。ま

た、ＦＢ良品等の既存のサービスを活用することで、経費の圧縮を図っている。

⑧確実な事業の実施及び成果展開



ア　委託事業の確実な実施

・武雄市自身、これまでも現武雄市長の協力なりーダーシップの下、総務省の委託事業を多

託しており、事業遂行に関する豊富な知見を有しているだけでなく、自治体規模としても

遂行に関して財務基盤上の問題もない。

受

業

数
卜
事
卜

一事業の実施 一提案の体制としては、武雄市が自治体として主体的に事業を実施するだけでなく、

当事業における個々の取組において豊富な実績と知見を有し、これまでにも武雄市若し＜ｌ 武

雄市内の団体 一企業と協業している事業者が参加することで、事業遂行能力を担保していy 。

イ　委託事業終了後の事業継続性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝

・平成26 年度以降のランニングコストについては、受益者負担の原則に従い、基本的には本

↓

業

に参加する農業従事者が負担する想定。武雄市や本事業に参加する事業者による費用負担|ﾋつ
いては、実証によって得られた効果等を踏まえ検討・判断するものとする。

・但し、当事業においては、農業従事者の高騰するエネルギーコストの負担軽減と環境

点から、ハウス栽培における温度調節、C02濃度の調整を行うためのエネルギーに
ネルギーを積極的に使用していくことを検討している。その際には、再生可能エネル

電設備も農業従事者間でシェアする想定である。当事業においても、一部再生可能エ

によるコスト負担軽減の実証実験の取組も行っており、この結果次第ではあるが、農

ニングコストの負担軽減も可能と思われる。

ウ　その他

・国の事業ではないが、ICT を活用した地域活性化の取組としては、市の公式ホームページ

Facebook 化と市職員全員へのFacebook ID の付与とFacebook による市長をはじめとする4 員

全員による情報配信の取組として実施している。これにより、ホームページのアクセスは、そ

れまでの月間５万ページビューから200 万アクセスに一気に増加した。また、市民の声が直接

市職員に届き、職員の日々の取組も市民に知られるところとなり、市役所と市民のコミュ　ケ

ーションの促進による地域活性化が果たされた。この取組の派生事業であるＦＢ良品（Face

乱ok

を使ったｅコマースサイト）を当事業における農産物の高付加価値化、販路拡大に活用する。

・平成22 年において情報通信技術地域人材育成・活用事業交付金において山内東小学校、武　小

学校にiPad とインタラクティブホワイトボードの導入を行い、lCT 教育の導入を行い、児F へ

のlCT 教育を実施するだけでな＜、lCT 支援員、デジタルコンテンツ作成支援員の育成を1 つ

た。結果として、当地域のlCT 人材の育成とlCT 人材の活用を通じた地域活性化を行った。農

家へのlCT 機器の使用方法の指導等の際にこれらのlCT 人材を活用することで。既存のリy －

スの活用を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

・武雄市は千葉市、奈良市、福岡市と協働で2013 年４月１日に「ビッグデータ・オ

活用推進協議会」を設立し、各市が保有する人口動態・歳入・歳出の状況、福祉

かわる膨大なデータを個人情報に配慮したうえで二次利用が可能な形で公開し、

造につなげるための活動を行っていくこととしている。当事業におけるビッグデ

ンデータの活用方法についても、この協議会を通じて公開し、他地域へも広めていく想定匐あ
る 。

（２）その他の事業要素

当事業においては、農業従事者にターゲットを絞った、エビデンスに基づく（ビッグデータを使弓た）

保健事業による農業生産性の向上の実証実験を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ

これまでの保健事業は、市町村単位で行っているが、市町村毎の現状分析結果等のエビデンスによる

疾病傾向等を踏まえたものではないものが多＜、その効果の検証もできていない状況である。

当事業では、レセプトデータ、健診データ、介護受給データを名寄せした上で、データを一定期「

↓1

以

上蓄積し、これを分析して特定のグループに所属する人の疾病傾向分析を行う。当事業においては､= こ

れを特定地域の農業従事者としてクルーピンクする。特定の疾病の発症率が他の地域に比較して高

うな事実を抽出することで、これを予防するための保健事業を実施する。保健事業の実施結果につ

リ

丶て



‐

－

‐

もこれらのデータを分析することで、検証する。エビデンスに基づく保健事業を行い、その効果検証を

行うことで、保健事業の費用対効果の測定が可能となる。結果として、一定の成果が挙げられれば、積

極的に保健事業に投資を行うことで、市の医療費、介護保険料の負担を軽減するような取組を行ってい

くことが可能となる。

このような仮説の検証をビッグデータを使って実施する。

枚数制限なし。また、必要な場合には補足説明図（A4 判） を添付すること。



実施体制説明書

[様式3]

１．実施体制

｜

１

１

１

１

１

ｊ

｜
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⑤

＝
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陸前高田市

｀''　
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佐賀県武雄市
・全体調整、情報発信
一事莱 立冢・実施　・印CA

慶応義塾六字 ♂　 J 　 　 　 ¬ 　 4 1 1

遥 賎 番詐 賢 収 賄P

‘ フ囗シ エ?;卜への アドバイス
SIIIS

ノ凵ｙ工ｙｒＳ･･

・シェア推進ソフト開発

・再生可能エネルギー默缺

・F8艮品活用マーケティング
｜

｀ 丶 - ・ ･ ● ・  ● ｀ Ｆ  － ･ ミ ● ， ～ - 〃 ● ， Ｗ ･ - - か Ｆ － － ● 　 ｒ ・ Ｓ  ・ 　 ¶

■ ＝

ネポン
NEC

NTTチータ

ご 濤 瑟 昌 二“ “　　　 ・バイタルデータモニタリング

２．各主体の役割

NO 名称 役割及び責任

１ 武雄市 ・全体調整

一事業立案・実施

・PDCA

・情報発信

２ 慶應義塾大学 ・実証結果・実証結果の検証方法の検討及び実証結果を踏まえた効果

の分析

・プロジェクトへのアドバイス

３ 株式会社SIIIS ・プロジェクト管理

・シェア推進ソフト開発

・ＦＢ良品活用マーケティング

４ ネポン株式会社 ・ICT を活用した農業管理

・各種研修実施

５ ＮＴＴデータカスタマ

ーサービス株式会社

・バイタルデータモニタリング

３．プロジェクトリーグ（実施責任者）

氏　　名（ふりがな） 勤務先及び職歴概要



上　正勝

ぞかみ　まさかつ）

連絡担当者

名称

一

武雄市

武雄市役所　営業部長

(職歴)

昭和54 年武雄市役所入庁。秘書広報課長、いのしし課長、観光課長、商工

通課長を経て、平成25 年４月より営業部長。

連絡先

つながる部企画課

係長　小松　政（こまつ　ただし）

〒843-8639　佐賀県武雄市武雄町大字昭和１－１

電話:0954-23-9325　　メール:　t-komatsu@city. takeo.Ig.jp

慶應義塾大学大学院

株式会社SIIIS

ネポン株式会社

ＮＴＴデータカスタマ

ーサービス株式会社

枚数制限なし。

メディアデザイン研究科
－1 巒1 豐 警1 軣 呷1

〒223-8521　神奈川県横浜市港北区日吉-1-1
電話:045-564-2486

代表取締役社長　杉山　隆志（すぎやま　たかし）

〒812-0013　福岡県福岡市博多区博多駅東1-17-1　福岡県福岡東総

合庁舎4F オフィス８

電話:092-986-2752　　メール:　sugiyama@si i is.com

情報通信担当部長

〒150-0002　 東京都渋谷区渋谷１－４－２

電話:03-3409-5540

九州支社営業部　部長

電話:092-475-5140

〒812-0011　 福岡県福岡市博多区博多駅前1-17-21



事業 スケジュール【実 施 機関 名: 武 雄市､ ネ ポン( 株) 、ＮＴＴデータカスタマーサ ービス( 株) 、(株) ＳⅢＳ､ 慶 應 義 塾 大学 大 学鵑4】

※複数者による共同事業の場合は､全体計画について記入してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ

[様 式４]
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単 位: 百 万円

実 証事業 内 容
平 成25 年

６月

平 成25 年

７月

平 成25 年

８月

平 成25 年

９月

平 成25 年

10 月

平 成25 年

１１月

平 成25 年

１２月

平 成26 年

１月

平 成26 年

２月
事 業費

会議

出張 費

プロジェクト管 理/ 助言

報 告 書取りまとめ

-

¥4

￥5

￥19

¥4

￥52

-

-

＝ r , ♂－ ♂ ＝
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Ｆ

一一 一

ｋ
-

-
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ｋ
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ｋ

ICT/ グラウトサ ービ スを 利用した農

業( ハウスを 利 用した 水 耕栽 培) の高

品 質 化/ 省力 化/ 高度 化

ニーズ 調査/ 設計/ 関係 機 関 調整

シ ステム 開 発/ コンテンツ 構 築

各 種機 器設 置/ 検 証/ 配 布

導 入研 修

シ ステム 利用

利用 状 況調 査

改 善 課 題洗出し

改 善 計 画作成

「

-

-

-

-_

「

ｋ

-
・-

ｋ

-

-

「

-

-

Ｆ ’

「

-

ｙ ’

農業 従事 者向 けの 予防 医 療による

安 心･ 安 全向 上
㎜　㎜㎜　　　　　 ㎜㎜･J=ニーズ 調 査/ 設計/ 関 係機 関 調 整

システム開 発/ コンテンツ構 築

各 種機 器 設置/ 検証/ 配 布

導 入研 修

システム 利 用

利 用状 況調 査

改善 課 題洗 出し

改善 計 画作 成

-
－　　 一 一

畆 ．

¥28
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-
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Ｆ ゛
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オープンデ ータを利 用した 徹底 的な

シェア推 進による農 業従 事 者 の資 金

的･ 人 的負 担の 軽 減
一一-

¥29

ニー ズ調 査/ 設 計/ 関 係機 関 調 整

システム 開発/ コンテンツ収 集

システム 導入/ コンテンツ展 開

導入 研修

システム利 用

利用 状況 調査

マイクロ発電 設 置調 査

マイクロ発電 設 置設 計

マイクロ発電 設 置製 作/ 設 置

マイクロ発電 データ集 計

改 善課 題洗 出し

改善 計 画作 成

-

「

-

ｋ

●’

「

Ｆ　　　　 －

Ｆ’

「

Ｆ「

-

－

←

「

・ ’

SNS  (FB良 品) を利 用した本 事 業に

よる生産 物の 高 付加 価値 化､ 新 たな

販路 拡 大

ニ ーズ調 査/コミュニケーション計 画9

SNS での 情報 発 信等 運 用

クラウドフアン ディング試 行

実績 取りまとめ

改 善課 題 洗出し

改 善計 画 作成

定 ｋ

￥8

Ｆ ’

「

「

「

合 計 ￥149

G 幸ｎ 忠 苳 普ぱ 消 霤扣4入みの 令 額謇９ λ｜ てどナj六い(注1) 事業 費は 消 費税 込 みの 金 額を記 入してください 。

(注２)事業 費は あくまでも委託 先を選 定する際 の参 考として記入い ただくもの であり､ 契 約金 額に ついて何ら保 証するもの ではありません 。

(注3) 枚数 制限なし 。



平成２４年度補正予算ＩＣＴ街づくり推進事業　予算計画書

5j の記戴内容については、予定でも可とする。本様式 ¢

１．予ｊ

樺式５ｊ の記戴内容については、予定でも可とする。

[計画

項　　目 積算内容 使用機関 金額［円3

Ｉ．物品費　 （注１） 39. 289,450

１．設備備品費 マイクロ水力発電機 n.000,000 SIIIS

設備備品一式 10,486.500 NTTデータ

タブレットPC（40式） 2,539,200 ネポン

Webカメラ(15式) 1.725.000 ネポン

センサー機器一式 1,665,00ﾇ0ネポン

環境制御装置一式 11.373,750 NTTデータ

２．消耗品費 軸受、潤滑油 500.000 SIIIS

II. 人假費　　　　（注２） 44, 925, 450

健保等級　４２ 8,020円/hX8hX250 日=16,040,000円 16.040.000 SIIIS

健保等級　３８ 6,540円/h X 8h X 400 0 =20,928,000円 20,928,000 SHIS

健保等級　３７ 6,220円/hX8hX  5 0=248,800円 243,800 sriis

健保等級　２７ 3,620円/hx8hx30 日=868,800円 868, 800 SHIS

健保等級　２４ 3,000円/hx8hx10 日=240.000円 240,000 SIIIS

7‘u ｼﾞzｸﾄ 管理 500,000 NTTデータ

研究者A　　9,400 円×173人 一時 1, 626, 200 慶應義塾大学

研究者B　　5,050 円×173人 一時 873,650 慶應義塾大学

２．Ｓ証補助者費 ﾌ'13ｼﾞｴｸ} 管理 補助 3. 500,000 NTTデータ

３．諳金 協議会に専門家を5回参加 100,000 NTTデータ

Ⅲ．旅j 2, 792, 800

１．茄費 1,880, 000 SIIIS

諸経費 260.000 NTrデータ

81, 600円（I泊2日：関東）×2人×４ 652,800 武雄市

Ⅳ．そ疣他 51, 867, 268

１．爿注費 500.000 SHIS

ｼｽﾃﾑ設計・開発一式 8, 500,000 NTTデータ

農業ICTｼｽﾃﾑ設計－開発一式 19,513,600 ネポン

センサー制御・モニタリングサービ 730, 800 ネボン

2.Ff 刷製本費 5.000 SHIS

３．１ 諾費

４． 逼信運搬費 10.000 SIIIS

通信費一式 3,743.600 NTTデータ

通信費一式 1,917,300 ネポン

５．う1熱水料

６．その他（諸経費） 20,000 SHIS

環境制御装置設置工事費 10,464,000 ネポン

7･ 消費税相当額 2,612,030 SIIIS

1.354,505 NTTデータ

2,496,433 ネポン

直接皐曼 Ｉ十ｎ＋Ⅲ十Ⅳ 138, 874, 968

（注１）驟備の概要を様式 ６．７に 記入してください。

（注２）人件費を積算に含む場合、時間 単価は、各実証担当者・実証補助者ごとの健康保険等級等を元に、別紙の人 件費標準単価表に 基づき積算してください。

（注３）庫接経費のｌ Ｏ％ 以下の額を記入し てください。（提案時における積算は不要）

（注４）隼数の 法人等によ る共同事業の 場合は 、項目ごとに委託費を使用する実施機関を明記し、実施機関ごとの予算計画を様式5bに 記載してください。

－

－

－

‐



２ 。 外 部 へ の 請 負 を 予 定 し て い る 事 務 及 び 経 費

Ｘ　請負を予定している全ての事務を記戲してください｡

（３）請負を行わなければならない理由



武雄市長

樋渡　啓祐　殿

総 国 政 第１ ０ ５ 号

平成２５年６月７日

総務省情報通信国際戦略局長

桜井

心誰尚尚

麟 黄言回

謝四 百凄

平成２４年度補正予算「I CT 街づくり推進事業」の評価結果について（通知）

記

貴殿から提出された平成２４年度補正予算「ＩＣＴ街づくり推進事業」の提

案内容について、外部有識者で構成される評価の結果を踏まえ、総務省として

委託先候補とすることを決定しましたので、お知らせいたします。

なお、委託契約については、今後の諸手続を経て正式に締結されるものであ

るため、ご留意いただきますようお願いします。

以上

Ｓ－

甲 年　月　日起案1　　 年　月　日 扣蚪¬TJE　 月　日 施行 永・10・5・1

市 長 副市長 部 長 課 長
（ 農　 政　 係万``） 農　 村　 係

乙 係 長 豐匸孫一肩 係 長 係　　 員

肓

-/
丁

） 翫: ･………ll･ ，餃 ユ ツ

,……ﾐｻﾜ･

卜 言 ９羂
１ ，７-１．ｔｌ ，、冫､、　 ．　 一 次 秕 瞥

このことについて､ 次のとおり
してよろしいか

焦 ヘン



事業名

｢オープンデータシティ武雄の見える化とエコシステムに

よる農業活性化｣

委託先候補の決定条件

１．実証事業の内容を住民に広く周知して、住民に参加して

もらえるような具体的な方策を自治体主導で講じるこ

と。

２．委託契約終了後も継続的に事業を実施するため、持続可

能な事業計画を策定すること。

３．実証プロジェクトの実施前と実施後を比較し、住民に対

するメリットを含め、どのような成果が得られたのか、

できる限り定量的な評価を行うこと。

－

－

４．インターネットを通じて、国内外に進捗状況、成果等を

発信するための体制を構築すること。

５．「ＩＣＴ街づくり推進会議」の検討を踏まえ、ＩＣＴを　 」

活用した街づくりに係る共通プラットフォームの開発　Ｉ

に向けて検討を行う体制を構築すること。自治体主導に

より住民に対する行政サービス提供等の実証を行 うこ

と。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｉ

６。共通プラットフォームで扱うデータのうち、オープン可

能なものについてはオープンデータとして公表し、二次

利用の活用を積極的に促すための具体的な計画を策定

すること。
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